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上
下
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
を
と
っ
て
お

り
、原
則
、市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
頂
く
使
用
料

金
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
が
、人
口
減
少
に
伴

い
、需
要
と
収
益
が
減
少
す
る
中
、経
営
状
況
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。こ

の
こ
と
に
よ
り
、施
設
や
設
備
の
更
新
な
ど
に

必
要
な
投
資
が
行
え
ず
、年
々
老
朽
化
が
進
行

し
て
お
り
ま
す
。平
成
28
年
度
の
本
市
の
決
算

に
よ
る
経
営
状
況
の
内
訳
は
、下
水
道
の
歳
入

総
額
は
15
・
０
億
円
、内
、①
市
民
が
負
担
す
る

使
用
料
収
入
３
・
５
億
円（
収
入
総
額
の
23
％
）、

②
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
基
準
内
繰
入
金
５
・
３

億
円（
収
入
総
額
の
35
％
）、③
市
単
独
費
と
し

て
の
基
準
外
繰
入
金
３
・
５
億
円（
収
入
総
額
の

23
％
）、④
地
方
債
・
国
庫
補
助
金
等
２
・
７
億
円

（
収
入
総
額
の
18
％
）で
す
。同
様
に
、上
水
道
の

歳
入
総
額
は
10
・
２
億
円
、内
、①
使
用
料
４
・
２

億
円（
収
入
総
額
の
41
％)

、②
国
の
基
準
内
繰

入
金
１
・
９
億
円（
収
入
総
額
の
18
％
）、③
市
の

基
準
外
繰
入
金
２
・
２
億
円（
収
入
総
額
の
22

％
）、④
企
業
債
・
国
庫
補
助
金
等
１
・
９
億
円

（
収
入
総
額
の
19
％
）で
す
。決
算
が
示
す
よ
う

に
、み
な
さ
ま
か
ら
頂
い
て
い
る
使
用
料
は
約
30

％
で
、一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
約
52
％（
基

準
内
繰
入
金
29
％
・
基
準
外
繰
入
金
23
％
）、国

庫
補
助
金
・
起
債
等
18
％
で
あ
り
ま
す
。

人
口
５
万
人
未
満
の
小
規
模
な
事
業
者（
自

治
体
）に
お
い
て
、今
後
単
独
で
事
業
を
維
持
す

る
こ
と
は
、職
員
体
制
や
財
源
の
確
保
の
面
か

ら
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、広
域
連

携
や
他
事
業
と
の
一
体
化
が
有
効
と
考
え
ま

す
。国（
厚
生
労
働
省
）は
、こ
の
よ
う
な
現
状
を

踏
ま
え
、広
域
連
携
の
推
進
を
図
り
、県
が
そ
の

推
進
役
と
し
て
、一
定
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。「
日
本
再
興
戦
略
」や「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」で
は
、将
来
に
わ

た
っ
て
の
上
下
水
道
の
運
営
を
、民
間
企
業
が

行
う「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」の
手
法
も
官
民
連
携

の
一
貫
と
し
て
推
進
す
べ
き
と
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
来
、独
立
採
算
の
原
則
か
ら
使
用
料
を
決

定
す
る
の
が
理
想
で
あ
り
ま
す
が
、合
併
前
か

ら
今
日
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
、独
立
採
算
制

の
原
則
に
よ
ら
ず
、繰
入
金
で
受
益
者
負
担
を

軽
減
し
た
こ
と
は
、行
政
と
し
て
深
く
反
省
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。今
後
、上
下
水

道
事
業
を
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に
運
営
す
る

た
め
に
、独
立
採
算
制
の
原
則
に
沿
っ
て
使
用

料
金
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
市
で
は
、昨
年
10
月
安
芸
高
田
市
上
下
水

道
料
金
審
議
会
に「
上
下
水
道
料
金
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
の
諮
問
を
行
い
、結
果
、市
単
独
費
に

よ
る
基
準
外
繰
入
金
の
削
減
に
向
け
、現
行
の

利
用
料
金
を
20
％
値
上
げ
す
る
旨
の
答
申
を
頂

き
ま
し
た
。行
政
と
し
て
は
、利
用
料
金
の
激
変

緩
和
に
向
け
、答
申
の
半
分
の
10
％
を
行
政
改

革
等
に
よ
る
経
費
節
減
に
努
め
る
こ
と
に
よ

り
、答
申
の
半
分
10
％
値
上
げ
を
９
月
議
会
に

上
程
し
、審
議
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、市
民
の
み
な
さ
ま
の
快

適
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、安
全
で
安

定
し
た
水
の
供
給
や
生
活
環
境
の
改
善
が
必
要

で
あ
り
、行
政
と
し
て
も
水
道
事
業
や
下
水
道

事
業
を
最
優
先
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

上下水道料金の適正化
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